
 

１ 単元構想                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

２ 単元の目標及び単元の評価規準 

（１）単元の目標 

                                         

 

                                              

 

 

（２）単元の評価規準 

 

 

 

 

 

３ 単元の系統性  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

言葉による見方・考え方の成長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経験したことから書くことを見つけ、必要な事柄を考えて文章を書く力 

本単元で身に付けたい力 

経験したことから書くことを見つけ、伝えたいこ

とを明確にする力を身に付けるために、絵日記を書

く活動を設定した。 

児童は絵にかいたり説明したりする中で、書きた

い題材について詳しく思い出し、書きたいことも明

確にできると思われる。保育園の先生たちに小学校

での生活について絵と文に表し読んでもらうことで

書くことの達成感が味わえるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

前単元「こんなことしたよ」の経験したことを書

く学習を踏まえて、本教材は、思ったことや感じた

こと等自分の気持ちも加えて内容のまとまりが分

かるように文章を書いていく。毎日の生活を振り

返り、経験したことの中から書きたいことを見つ

ける力、そのために必要な事柄を集めて書く力を

つけることができる教材である。 

 

 

 

 

 

児童はこれまでに経験したことについて、つなが

りのある文章を書き、家の人に伝える学習をしてい

る。その際、文章を書くときの基本的な約束事につ

いても学習しているが、すぐには書くことができな

いひらがながあったり、促音や長音、拗音などを正

しく書いたりすることが難しい児童もいる。本単元

の学習を生かして、各自が夏休み中に絵日記を書き

友だちと読み合うという活動に広げていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一次では、ゴールを確認し、学習の見通しを持ち、絵日記

で伝えたいという意欲を高める。その絵日記にはどんなことを

書いたらいいのか教科書で確認する。 

第二次では、書きたいことをたくさん集め、その中から知ら

せたい・届けたい出来事を決める。さらに、したことを順序よ

く書くためにメモを書く。また、したことだけでなく、思った

ことも書けるように自分で確かめさせる。また、書いた文章を

友だちと読み合うことで、よりよい文章にしていく。 

出来上がった絵日記を友だちに読んで感想を伝え合うこと

で、また書いてみたい、家族やお世話になった人に知らせたい

という意欲につなげていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

国語科単元構想図 高知県四万十市立中村小学校 第（ １ ）学年  単元名：しってほしいな きもちもとどけよう  （学習材：えにっきをかこう 東京書籍１年）  授業者（ 平野 ） 

  ） 

①単元のゴールを

確認し、学習の見通

しを持つ。 

絵日記を書く時

の約束事を教材文

で確かめる。 

②気持ちを表す言葉

集めをし、書きたい

ことにぴったりな言

葉を選ぶことができ

るようにする。 

③書きたいこと（出

来事）を書き出し、一

番知らせたいことを

決め、メモを使って

構成を考える。 

④メモに書いたこと

をもとに、まとまり

ごとに絵日記を書

く。   本時 

⑤文章を清書し、で

きあがった絵日記を

友だちと読み合い、

感想を伝え合う。 

本単元の学習を振

り返る。 

○絵と文で書く学習をイメージ
させる。 

○ゴールのモデルを示し、学習意
欲を高める。教材文を見ながら絵
日記には何が必要か確認させる。 

・積極的に書きたいことを見つ
けて必要な事柄を集め、伝えたい
ことを明確にして絵日記を書こ
うとしている。【主】 

○気持ちを表す言葉を本で見
つけたり、書き出したりして
語彙を増やす。 

○したこと・思ったこと・見た
ことなどを色分けしてメモ
に書かせる。 

・経験したことから書くことを
見つけ、必要な事柄を集めた
り確かめたりして伝えたい
ことを明確にしている。【思・
表・判 B（１）ア】 

・事柄の順序など情報と情報
との関係について理解して
いる。【知・技（２）ア】 

○絵を描いてから、文を書くこ
とで、書く内容をよりイメー
ジさせる。 

○友だちと絵日記を読み
合うことで、もっと書き
たいな。もっと知っても
らいたいなという意欲
を持たせる。 

○絵日記に必要なことを
確認し、これからの絵日
記に活用させる。 

本単元終了時の目指す児童の姿 

絵日記に関心を持ち、書きたいことを決めて、したこと・思ったことを絵日記に書くことができ、

また書きたい、知らせたいと思う姿。 

経
験
し
た
こ
と
か
ら
書
き
た
い
こ
と
を
決
め
て
、
絵
日
記
を
書
く
。 

  
学
習
目
的
の
理
解
と
見
通
し 

理
解
と
表
現
の
螺
旋
的
な
学
び 

表
現
活
動
・
単
元
の
振
り
返
り 

・初めてまとまりのある文章を書く手立てとして、保育園の先生たちに知らせようという目的意識を持たせたり、友だち

と話したりすることで、書きたい気持ちを高める。 

・絵日記を書くために「いつ・どこで・だれが・なにをした」をメモに書いたり、気持ちを表す言葉集めをしたりして活

用できるようにしていく。 

絵日記はどうやって書

いたらいいのかな。 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

事柄の順序など情報と情報と

の関係について理解すること

ができる。（２）ア 

経験したことから書くことを見つ

け、必要な事柄を集めたり確かめ

たりして伝えたいことを明確にす

ることができる。B（１）ア 

積極的に書きたいことを見つけ

て必要な事柄を集め、伝えたい

ことを明確にして書くことがで

きる。 

 

研究主題：目的に応じて必要な内容を整理し、自分の考えを明確にして書く力を高める学習指導の在り方 

－文章の種類や特徴に応じた書き表し方の工夫－ 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

事柄の順序など情報と情報と

の関係について理解してい

る。（２）ア 

経験したことから書くことを見つ

け、必要な事柄を集めたり確かめ

たりして伝えたいことを明確にし

ている。B（１）ア 

積極的に書きたいことを見つけ

て必要な事柄を集め、伝えたい

ことを明確にして絵日記を書こ

うとしている。 

 

題
材
の
設
定
・
内
容
の
検
討
・
構
成
の
検
討 

共
有 

学習過程 主な学習内容及び学習活動 【 】評価規準・〇指導上の留意点 

指導観 児童の実態 

言語活動 

考
え
の
形
成
・
記
述 

４ 研究主題に迫る手立て 

 

言語活動とその特徴 教材の特質 

いつ・どこで・何を

したか書くんだね。 

５ 学習の流れ 

1年 

経験したこ

とから書き

たいことを

を見つけ、

必要な事柄

を考えて文

章を書く。 

2年 

経験したこ

とから書く

ことを見つ

け、伝えた

いことを明

確にして書

く。 

３年 

調べて分

かったこ

とを事柄

ごとに整

理して書

く。 

４年 

読み手を意

識して知ら

せたいこと

を資料を入

れて分かり

やすい新聞

を書く。 

５年 

自分の考え

が伝わるよ

うに資料を

生かして報

告 文 を 書

く。 

6年 
表現の効果を

考えて資料を

活用し自分の

考えを明確に

してポスター

を書く。 

中 1年 

根拠を明確

にしながら、

自分の考え

が伝わる文

章になるよ

うに工夫し

て書く。 

したことだけでなく思

ったことも書いてある。

ね。 

 

 

 

学校で一番楽しかった

ことを書こう。校庭にバ

ッタがたくさんいてつ

かまえたことにしよう。 

 

推
敲 

小学校のぷうるで

はじめて泳いだこ

とを書きたいな。 

 

絵と合うように文を
書こう。 
そのときに思ったこ
とが入っているかな。 

この順番で書いて

ほいくえんの先生

たちに伝えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 本時の学習 （ ３／４時間）  

（１）目 標 

 

 

（２）展 開 

 

（３）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）準備物 

 作文のたねメモ、絵日記の用紙 

 

言語活動のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
習
過
程 

学習内容 

及び 

学習活動 

主な発問（※） 

予想される児童の反応（○） 

指導上の留意点（●） 

評価規準及び評価方法（☆） 

学
習
目
的
の
理
解 

１前時までの流れ

を振り返り、本時

の学習を確かめ

る。 

２めあてを確認す

る。 

  

 

表
現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

推
敲 

３メモを見なが

ら、知らせたいこ

とを順番に書く。

（個人） 

 

 

 

 

 

 

 

４書いた文を読み

直し、印をつけな

がら確認する。 

 （グループ） 

※メモを見ながら文を書きましょう。 

〇絵と合うように文を書こう。 

〇いつ・どこで・だれが・なにをした

は、メモの順番で書いていこう。 

 

 

 

 

 

 

※したこと・思ったことが書けているか

な。書いた文を読み返して印をつけまし

ょう。 

〇楽しかったことがわかるよ。 

〇メモに書いていたよくわかるようにす

る言葉を書くといいよ。 

 

 

●「いつ・どこで・だれが・

なにをした」をメモしている

付箋を使わせる。 

●絵を見ながらそのときのこ

とを思い出して気持ちを表す

言葉集めをした中から選んで

書くことができるようにさせ

る。 

●書きたい字が分からなくな

った時のために支援が必要な

児童にはあいうえお表を持た

せておく。 

 

☆考えた構成を基に、内容の

まとまりを明確にして文を

書いている。 

【思・判・表 B（１）ア】 

  （絵日記の文章） 

 

振
り
返
り 

５ 本時の学習の

振り返りを行う。 

※どんなことに気をつけて絵日記を書き

ましたか。 

〇その時の気持ち思い出して書けた。 

〇いつ・どこで・だれが・なにをしたを

入れて書いた。 

〇絵に描いたことが伝わるようにくわし

く文に書けた。 

 

 
 

 

え
に
っ
き
を
か
こ
う 

         
 

 

 
 
 

 

め
あ
て 

    
 

ぶ
ん
を
か
く 

 

・
し
た
こ
と 

（
い
つ 

ど
こ
で 

だ
れ
が 

な
に
を
し
た
） 

 

・
お
も
っ
た
こ
と 

き
も
ち 

  
 

よ
み
な
お
そ
う 

 
 
 

・
じ
ぶ
ん
で 

 
 
 

・
は
ん
の
ひ
と
と 

  

☆
し
た
こ
と
、
お
も
っ
た
こ
と
に
し
る
し
を
つ
け
よ
う
。 

  

ふ
り
か
え
り 

 

気
を
つ
け
た
こ
と 

めあて  

したことおもったことがわかるようにえにっきをかこう。 

 内容のまとまり（したこと・思ったこと）がわかるように絵日記の文章を書くことができる。 

し
た
こ
と
お
も
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ

う
に
え
に
っ
き
を
か
こ
う
。 

 

ほ
い
く
え
ん
、
よ
う
ち
え
ん
の
せ

ん
せ
い
た
ち
に
と
ど
け
よ
う 

た
の
し
か
っ
た
こ
と 

う
れ
し
か
っ
た
こ
と 

お
ど
ろ
い
た
こ
と 

お
も
し
ろ
か
っ
た
こ
と 

く
や
し
か
っ
た
こ
と 

は
じ
め
て
し
た
こ
と 


